
伝
言
板 

市
民
の
皆
さ
ん
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

新
守
谷
駅 

小
貝
川 

小
絹
駅 谷

和
原 

国
道
２
９
４
号
線 

常
磐
自
動
車
道 

関
東
鉄
道
常
総
線 

I . C

展示会場 

八
潮
自
然
観
察
会
 

　
毎
月
1
回
、
中
川
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
自
然
観
察
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
 
 

B

4
月
13
日
豸
、
午
前
10
時
〜
正
午

／
C

河
川
敷
に
あ
る
持
昌
院
前
集
合
 

（
雨
天
の
場
合
楽
習
館
1
階
）／
H

3

0
0
円（
保
険
代
）／
I

木
内
蕁
0
9

0
＝
4
2
0
4
＝
6
6
2
0
 

 第
16
回
八
潮
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
 

B

4
月
20
日
豸
、午
前
9
時
集
合
・
11

時
ス
タ
ー
ト
／
C

市
民
温
水
プ
ー
ル

駐
車
場
前
／
G

水
泳
1
5
0
0
メ
ー

ト
ル
・
バ
イ
ク
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
マ

ラ
ソ
ン
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
／
H

3
5

0
0
円（
プ
ー
ル
代
含
む
、保
険
な
し
）

／
I
八
潮
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ク
ラ
ブ
・

島
田
蕁
9
9
8
＝
0
4
2
2
 
 

 市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
 

B
5
月
18
日
豸
、午
前
9
時
／
C
文
化

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
／
G

男
女
ダ
ブ

ル
ス
／
E

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク
ラ

ブ
／
H
一
般
1
5
0
0
円
、会
員
・
高

校
生
1
0
0
0
円
、
中
学
生
5
0
0

円
／
D

4
月
20
日
ま
で
に
、
参
加
費

を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

へ
／
I

宮
本
蕁
9
9
7
＝
1
0
0
8

 
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
 

B

毎
週
金
曜
日
、
午
後
7
時
30
分
〜

9
時
／
C

八
條
公
民
館
ほ
か
／
F

30

人（
申
込
順
）／
H

月
会
費
2
0
0
0

円
／
I

矢
作
蕁
9
9
8
＝
3
0
1
4 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
8
時
〜

午
後
7
時
）
 

■資料館臨時休館　全館くん蒸のため休館します。５月６日貂～８日貅　I文化財保護課蕁997-6666

　

女
性
人
材
リ
ス
ト
登
録
者
 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
女
性
が
今
ま
で
以
上
に
各
種

審
議
会
な
ど
の
委
員
を
は
じ
め
、
市
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
参
画
し
活
躍
し
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
軾市
政
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る輒

軾自

分
の
得
意
分
野
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

た
い輒
軾ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し
て
み
た

い輒
と
考
え
て
い
る
方
は
、ぜ
ひ
「
女
性

人
材
リ
ス
ト
」
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

女
性
人
材
リ
ス
ト
の
活
用
方
法
 

　
女
性
の
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

各
種
審
議
会
な
ど
や
、
市
政
へ
の
参
画
・

登
用
に
積
極
的
に
活
用
い
た
し
ま
す
。
 

E
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
女
性
 

①
専
門
的
知
識
、
経
験
、
ま
た
は
資
格
の

あ
る
方
 

②
市
政
や
地
域
活
動
に
熱
意
の
あ
る
方
 

③
勤
務
先
や
各
種
団
体
（
サ
ー
ク
ル
活
動

を
含
む
）
で
社
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
方
 

D
申
請
用
紙
（
男
女
共
同
参
画
課
で
配
布
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
窓
口
へ
 

※
こ
の
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
方
が
、
必

ず
審
議
会
委
員
な
ど
に
登
用
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

I
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
8
1
1
 
 

　

男
女
共
生
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　

企
画
運
営
委
員
 

           　
男
女
共
生
大
学
と
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
で
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

考
え
、
行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

八
潮
市
で
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
一
歩
で
も
前
進
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

講
座
な
ど
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
 

　
こ
の
講
座
の
企
画
・
運
営
は
、
す
べ
て

男
女
共
生
大
学
企
画
運
営
委
員
の
皆
さ
ん

の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
企
画
運
営
委
員
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
！
た
く
さ
ん
の
仲
間
も
で
き
ま
す
。
 

C
4
月
10
日
貅
〜
30
日
貉
 
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

F
10
人
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
）
 

D
応
募
用
紙
（
公
共
施
設
、
男
女
共
同
参

画
課
に
設
置
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
窓
口
へ
。
郵
送

〒
3
4
0
―

8
5

8
8
中
央
1
―

2
―

1
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

9
9

5
＝
7
3
6
7
、
Ｅ
メ
ー
ル

cityoffi 

ce@
city.yashio.saitam

a.jp

も
可
 

I
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
8
1
1
 
 

    　

風
し
ん
予
防
接
種
（
未
接
種
者
）
 

B
9
月
30
日
貂
ま
で
 
 

C
委
託
医
療
機
関
 

E
昭
和
54
年
４
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
10

月
1
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方
で
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
 

※
①
既
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た
方
や
、
Ｍ

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お
た
ふ
く
・
風
し
ん
）

の
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
②
妊
娠
し
て
い
な
い
方
（
接
種
後
2

か
月
間
は
妊
娠
し
な
い
こ
と
が
必
要
）
 
 

A
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
 

H
無
料
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

　

寝
具
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
 

B
４
月
23
日
貉
・
24
日
貅
・
25
日
貊
の
3

日
間
の
い
ず
れ
か
1
日
（
実
施
日
は
後
日

連
絡
）
 

E
65
歳
以
上
の
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高

齢
者
、
お
よ
び
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
・

2
級
を
お
持
ち
の
重
度
身
体
障
害
者
の
う

ち
、
家
庭
で
布
団
を
干
す
こ
と
が
困
難
な

方
 

G
掛
布
団
、
敷
布
団
、
毛
布
、
か
い
ま
き

（
夜
着
）
の
乾
燥
・
殺
菌
。
※
当
日
、
委

託
業
者
が
ご
自
宅
へ
回
収
に
伺
い
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
後
お
届
け
し
ま
す
。
 

H
無
料
 

D
４
月
16
日
ま
で
に
市
役
所
⑧
・
⑨
番
窓

口
へ
（
代
理
申
請
可
）
 

I
高
齢
い
き
が
い
課
蕁
A
2
1
8
、
児
童

障
害
課
蕁
A
４
2
8
 
 

　

文
芸
や
し
お
第
11
号
有
償
頒
布
 

　
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
珠
玉
の

作
品
集
「
文
芸
や
し
お
」
第
11
号
を
有
償

頒
布
し
て
い
ま
す
。
 

★
第
10
号
以
前
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
 

　
詩
17
編
、短
歌
80
首
、俳
句
2
2
8
句
、

川
柳
54
句
、
随
筆
8
編
、
小
説
5
編
、
童

話
2
編
、
ジ
ュ
ニ
ア
1
1
7
点
、
カ
ッ
ト

25
点
、
写
真
5
点
 

H
1
冊
6
0
0
円
 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
5
7
 
 

　

Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
 

『
八
潮
の
地
域
史
事
典
』
有
償
頒
布
 

　
八
潮
地
域
の
自
然
・
地
理
・
民
俗
・
歴

史
・
文
学
・
芸
能
・
産
業
な
ど
を
解
説
し

た
事
典
『
八
潮
の
ふ
る
さ
と
新
書
2
八
潮

の
地
域
史
事
典
』
（
八
潮
市
立
資
料
館
協

議
会
編
集
）
を
Ｃ
Ｄ
―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
発
行
し

ま
し
た
。
 
 

C
資
料
館
 

H
1
5
0
0
円
 

I
文
化
財
保
護
課
蕁
9
9
7
＝
6
6
6
6
 

　

建
物
解
体
工
事
等
施
工
時
の
ご
注
意
 

　
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
平
成
14
年
5
月

30
日
施
行
）
で
、
一
定
規
模
以
上
の
建
築

物
や
工
作
物
の
解
体
や
新
築
工
事
な
ど
を

行
う
と
き
は
、
廃
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

塊
な
ど
の
建
設
廃
棄
物
を
分
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
施
工
方
法
で
行
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

　
工
事
を
発
注
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
工

事
請
負
者
と
、
解
体
や
新
築
工
事
な
ど
に

お
け
る
廃
木
材
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
な
ど

の
建
設
廃
棄
物
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の

計
画
や
費
用
に
つ
い
て
書
面
で
説
明
を
受

け
て
か
ら
契
約
を
行
い
、
工
事
を
始
め
る

7
日
前
ま
で
に
工
事
計
画
書
を
知
事
ま
た

は
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
工
事
請
負
者
は
、
建
設
廃
棄
物
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
終
了
し
た
ら
発
注
者
に
対

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

書
面
で
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

I
建
築
課
蕁
A
4
6
8
 

               　

臨
時
休
館
 

○
八
潮
メ
セ
ナ
 

B
5
月
3
日
貍
〜
5
日
豺
、
8
月
12
日
貂

〜
15
日
貊
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

○
や
し
お
生
涯
楽
習
館
 

B
8
月
10
日
豸
〜
14
日
貅
 
 

I
や
し
お
生
涯
楽
習
館
蕁
9
9
４
＝
1
0

0
0
 
 

    　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
 

B
5
月
9
日
貊
、
午
前
8
時
45
分
〜
10
時

45
分
・
午
後
1
時
〜
2
時
 
 

※
結
果
説
明
会
は
5
月
28
日
貉
午
前
10 
 

時
か
ら
 
 

C
保
健
セ
ン
タ
ー
 

E
20
歳
以
上
の
市
民
 

F
午
前
30
人
・
午
後
20
人
 

G
問
診
、
骨
密
度
測
定
 

H
無
料
 

D
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
9
9
5
＝

3
3
8
1
）
へ
 
 

　

八
潮
メ
セ
ナ
特
選
映
画
会
 

B
4
月
26
日
貍
、
①
午
前
10
時
20
分
〜
②

午
後
0
時
55
分
〜
③
午
後
3
時
25
分
〜
 

G
ド
ラ
え
も
ん
「
の
び
太
と
ふ
し
ぎ
風
使

い
」
 

H
大
人
1
3
0
0
円
、
小
人
（
3
歳
〜
高

校
生
）
9
0
0
円
、
シ
ニ
ア
（
60
歳
以
上
）

1
0
0
0
円
 

※
シ
ニ
ア
お
よ
び
学
生
は
要
証
明
、
友
の

会
は
1
0
0
円
引
き
 
 

I
八
潮
メ
セ
ナ
蕁
9
9
8
＝
2
5
0
0
 
 

　

学
校
開
放
講
座
 

　

「
菊
づ
く
り
実
技
コ
ー
ス
」
 

B
5
月
9
日
、
30
日
・
6
月
27
日
・
7
月

18
日
・
8
月
1
日
、
22
日
・
9
月
12
日
・

10
月
24
日
、
午
後
3
時
〜
5
時
（
各
金
曜

日
・
全
8
回
）
 

C
潮
止
中
学
校
 

E
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

A
小
ば
さ
み
、
油
性
マ
ジ
ッ
ク
、
筆
記
用

具
 

F
20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）
　
 

H
2
0
0
0
円
 

D

4
月
25
日（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
で
（
記
載
事
項
は
次
の
と
お

り
）
 

①
返
信
側
表
…
申
込
者
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
 

②
返
信
側
裏
…
無
記
入
 

③
往
信
側
表
…
〒
3
4
0
―

8
5
8
8
中

央
一
丁
目
2
番
地
5
社
会
教
育
課
学
校
開

放
講
座
担
当
 

④
往
信
側
裏
…
希
望
講
座
名
、
開
催
学
校

名
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、
電
話

番
号
 
 

I
社
会
教
育
課
蕁
A
3
5
7
 
 

　

春
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
 

①
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
 

B
5
月
15
日
か
ら
毎
週
木
曜
日（
全
10
回
）、

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
 
 

C
市
民
温
水
プ
ー
ル
 

E
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

H
5
0
0
円
（
保
険
料
）
 
 

F
40
名
（
申
込
順
）
 

②
高
齢
者
の
健
康
体
操
 

B
5
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日（
全
9
回
）、

午
前
10
時
〜
11
時
 

C
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
講
堂
）
 

E
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
 

H
5
0
0
円
（
保
険
料
）
 
 

F
40
名
（
申
込
順
）
 

―

①
②
共
通
―
 

D
4
月
13
日
か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
窓
口
へ
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
 
 

I
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
蕁
9
9
6
＝

5
1
2
6
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
9
9
6
＝
7
1
2
9
 

　

八
潮
市
書
道
展
 

B
5
月
30
日
貊
〜
6
月
1
日
豸
、
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
 

C
八
潮
メ
セ
ナ
展
示
室
・
集
会
室
 

E
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
お
よ
び
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体

に
所
属
の
方
 

作
品
規
格
　
全
紙
以
内
 

出
品
点
数
　
1
人
1
点
 

D
4
月
25
日
ま
で
に
窓
口
へ
（
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）
 
 

I
八
潮
市
文
化
協
会
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
9
9
5
＝
6
2
1
6
 
 

　

さ
い
た
ま
水
族
館
事
業
 

①
「
銀
の
川
　
ラ
プ
ラ
タ
川
」
展
 

B
4
月
19
日
貍
〜
6
月
22
日
豸
 

G
大
西
洋
に
注
ぐ
世
界
第
4
の
流
域
面
積

を
持
つ
ラ
プ
ラ
タ
川
の
生
き
物
と
自
然
、

風
土
を
紹
介
 
 

②
キ
ン
ギ
ョ
の
育
て
方
教
室
 

B
4
月
27
日
豸
、
育
て
方
教
室
は
午
前
10

時
〜
・
午
後
1
時
〜
、
卵
の
配
布
は
午
前

11
時
〜
・
午
後
2
時
〜
 
 

G
キ
ン
ギ
ョ
の
卵
を
無
料
配
布
 

―

①
②
共
通
―
 

H
大
人
3
7
0
円
、
小
人
1
2
0
円
 

③
ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
育
て
方
教
室
 

B
5
月
5
日
豢
、
育
て
方
教
室
は
午
前
10

時
〜
・
午
後
1
時
〜
、
卵
の
配
布
は
午
前

11
時
〜
・
午
後
2
時
〜
 

G
ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
卵
を
無
料
配
布
 

H
大
人
3
7
0
円
、
小
人
無
料
 
 

―

①
②
③
共
通
―

 

I
さ
い
た
ま
水
族
館
蕁
0
4
8
＝
5
6
5

＝
1
0
1
0
 

 

　
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
が
、
公
共

下
水
道
で
す
。
 

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
清
潔

で
快
適
な
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
蚊
や
ハ
エ
の
い
な
い
住
み
よ
い
、

き
れ
い
な
街
に
な
り
ま
す
。
 

　
平
成
15
年
4
月
1
日
現
在
、
公
共
下
水

道
を
使
用
で
き
る
区
域
は
5
0
4
・
6
3

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
り
、
下
水
道
普
及
率
も

約
55
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
 

新
た
に
使
用
で
き
る
区
域
 

　
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
公
共
下
水
道
を

使
用
で
き
る
区
域
は
、
鶴
ヶ
曽
根
・
新
町
・

二
丁
目
・
木
曽
根
・
中
馬
場
・
大
曽
根
・

西
袋
・
南
後
谷
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
で
図
の

と
お
り
で
す
。
 

　
公
共
下
水
道
の
使
用
を
開
始
さ
れ
た
区

域
の
皆
さ
ん
、
お
早
め
に
計
画
を
た
て
て

い
た
だ
き
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水

を
公
共
下
水
道
に
接
続
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
接
続
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の

費
用
の
無
利
子
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
市
の
指
定
工
事
店
で
な
い
と
下

水
道
接
続
工
事
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
工
事
の
依
頼
は
、
市
の

指
定
工
事
店
へ
お
願
い
し
ま
す
。
指
定
工

事
店
に
つ
い
て
は
、
4
月
25
日
号
の
広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

受
益
者
負
担
金
 

　
平
成
15
年
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
公
共

下
水
道
を
使
用
で
き
る
土
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
15
年
度
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象

と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
内

容
確
認
・
納
付
方
法
な
ど
に
つ
い
て
個
別

に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
既
に
納
期
が
過

ぎ
て
い
る
負
担
金
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
す
み
や
か
に
納
入
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
I
下
水
道
課
蕁
A
3
4
3
・
4
2
2

人

事

異

動

 

　市では､不用になった浄化槽を
転用し雨水貯留施設に改造するこ
とや、市販の雨水貯留槽を設置し
雨水排水の流出の抑制を行う方を
対象に、その設置費の一部を補助
する制度を新設しました。 
　補助金の申請にあたっては、申
し込みの条件や補助対象数に制限
がありますので、お問い合わせく
ださい。 

雨水貯留施設設置費の 
補助制度 

作成中の車両 

展示会場周辺図 

人
権
擁
護
委
員
の
就
任
 

　
4
月
1
日
か
ら
、
次
の
方
が
新
た

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。
 

　
　
石
井
　
孝
光
　
氏
 

（
八
條
）
 

い

し

い

 

た
か
み
つ
 

常磐線取手駅から関東鉄道常総

線へ乗り換え、新守谷駅下車 

※新守谷駅から臨時無料バスで

約10分（20分間隔で運行） 

会場までのアクセス 

不用浄化槽の転用 

市販の雨水貯留槽
の設置 

一律８万円 

設置費の半額 
２万5000円限度 

午前の部 

午後の部 

８：50 

０：50

９：00 

１：00

12：00 

４：00

10：00～11：00 

２：00～３：00

集　合 出　発 到着・解散 見　　学 

　つくばエクスプレスに乗車してみませんか 
　完成した２編12両の車両展示会開催に伴い、見学会を開催します。 
　会場では、車両作製状況やパネル展示、特製グッズの販売も予定！ぜひご参
加ください。 
B４月29日豢（八潮市役所前集合・解散） 
 
 
 
 
 
Cつくばエクスプレス総合基地（茨城県谷和原村）※バスで移動 
E市内在住・在勤の方（小学生以下は保護者同伴） 
 F午前の部、午後の部ともに40人（申込順） 
H100円（保険料）※昼食の用意はありません。  
D参加希望時間・住所・氏名・年齢・連絡先を、窓口または電話で南部事業推進
課へ（受付時間は土・日曜日を除く、午前８時30分～午後４時） 
 
　★申し込みできなかった方も現地へ直接！ 
　同日、午前10時から午後３時まで、つくばエクスプレス総合基地では、車両
展示会が開催されています。（入場無料） 
※会場には駐車場が少ないため、お車でのご来場はご遠慮ください。 
 
　申し込み・問い合わせ：南部事業推進課蕁B４６１・４６３ 

　つくばエクスプレスに乗車してみませんか 

　★申し込みできなかった方も現地へ直接！ 

 

既に使用開始された区域 

４月１日から新たに使用できる区域 

  　
市
で
は
、
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
課
長
級
以
上
の
異
動
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
名
、

▼
は
昇
格
を
伴
う
異
動
）
 

【
部
長
級
】
 

▽
企
画
部
理
事
＝
生
涯
学
習
の
総
合
調
整
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
自
治
文
化
・
国
体
民
泊

担
当
（
企
画
部
理
事
＝
生
涯
学
習
の
総
合

調
整
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
自
治
文
化
担
当
）

松
澤
利
行
 

【
次
長
級
】
 

▽
企
画
部
参
事
兼
国
体
推
進
課
長
兼
国
体

推
進
係
長
（
企
画
部
参
事
兼
国
体
推
進
課

長
）
高
橋
登
 
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
 

（
環
境
経
済
部
次
長
）
小
澤
義
美
 
▽
環

境
経
済
部
次
長
（
教
育
総
務
部
次
長
兼
教

育
総
務
課
長
）
仲
村
昌
寿
 
▽
建
設
部
次

長
（
消
防
本
部
次
長
兼
総
務
課
長
）
廣
瀬

不
二
雄
 
▽
教
育
総
務
部
次
長
兼
教
育
総

務
課
長
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
次
長
）
石
井

昭
一
郎
 
▽
消
防
本
部
次
長
兼
総
務
課
長
 

（
建
設
部
次
長
）
鈴
木
満
男
 
 

【
課
長
級
】
 

▽
企
画
部
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

付
主
幹
＝
や
し
お
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

財
団
派
遣
（
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課
 

長
）
宮
川
直
樹
 
▽
企
画
部
秘
書
課
長
兼

秘
書
係
長
 
（
環
境
経
済
部
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課
長
）
 
古
庄
亨

▽
企
画
部
広
聴

広
報
課
長
（
企
画
部
秘
書
課
長
兼
秘
書
係

長
）
金
子
貞
雄

▽
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
社

会
福
祉
課
付
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
（
会

計
課
長
）
渋
谷
政
夫
 
▽
ふ
れ
あ
い
福
祉

部
国
保
年
金
課
長
（
企
画
部
広
聴
広
報
課

長
）
飯
箸
恵
三
 
▽
環
境
経
済
部
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
課
長
（
水
道
部
業
務
課
長
）
山

本
文
夫
 
▽
環
境
経
済
部
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
課
主
幹
＝
ご
み
減
量
化
推
進
担
当
（
環

境
経
済
部
環
境
課
主
幹
＝
環
境
政
策
担
当
）

小
幡
文
夫
　
▽
会
計
課
長
（
ふ
れ
あ
い
福

祉
部
国
保
年
金
課
長
）
豊
田
憲
治
 
▽
水

道
部
業
務
課
長
（
企
画
部
生
涯
学
習
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
付
主
幹
＝
や
し
お
生
涯
学

習
ま
ち
づ
く
り
財
団
派
遣
）
深
井
秀
行

 

▼
議
会
事
務
局
議
事
調
査
課
長
（
高
齢
い

き
が
い
課
長
補
佐
兼
介
護
支
援
係
長
）
堀

込
正
 
▽
教
育
総
務
部
社
会
教
育
課
主
幹

＝
市
民
大
学
担
当
（
建
設
部
下
水
道
課
主

幹
＝
下
水
道
管
理
担
当
）
立
澤
賢
一
 
▽

消
防
署
第
1
中
隊
第
1
担
当
司
令
（
消
防

署
大
瀬
出
張
所
長
）
上
原
幸
夫
 
▽
消
防

署
大
瀬
出
張
所
長
（
消
防
署
第
１
中
隊
第

１
担
当
司
令
）
会
田
秀
五
郎
 
 

【
課
長
級
以
上
の
退
職
者
】
3
月
31
日
付
 

▽
高
橋
彰
（
ふ
れ
あ
い
福
祉
部
高
齢
い
き

が
い
課
主
幹
兼
す
え
ひ
ろ
荘
所
長
）
 

床面積の合計が 

80㎡以上 
床面積の合計が 

500㎡以上 
請負金額の合計が 

１億円以上 
請負金額の合計が 

500万円以上 

建築物の解体工事 
 

建築物の新築・増築 
 

建築物の修繕・模様替え 

（リフォームなど） 

その他の工作物に関する

工事（土木工事など） 

対象となる建設工事 基準規模 

（５）　　広報 平成15年４月10日　（４） No.618


